
議
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま
し
て

は
、
長
期
間
に
渡
り
感
染
拡
大
防
止
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
約
３
年
と
な
り
、ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
へ
の
移
行
が
模
索
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
県
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
、
県
民
の
安
心
・
安
全
と
社

会
経
済
活
動
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
10
月
、全
国
の
和
牛
王
座
を
決
定
す
る
「
第

12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
が
鹿
児
島
県
で
開

催
さ
れ
、
鹿
児
島
県
勢
は
９
部
門
の
う
ち
６
部
門

で
１
位
と
な
り
、
さ
ら
に
種
牛
の
部
に
お
い
て
は

最
高
賞
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
も
獲
得
す
る
な
ど
、

「
和
牛
日
本
一
」
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
ご
苦
労
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

和
牛
関
係
者
の
皆
様
の
弛
ま
ぬ
努
力
が
実
を
結

び
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。「
日
本
一
・
鹿
児

島
黒
牛
」
の
Ｐ
Ｒ
・
販
路
拡
大
に
向
け
て
県
議
会

で
も
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
県
議
会

が
県
民
の
代
表
機
関
と

し
て
、
県
民
の
皆
様
の

多
様
な
意
見
を
把
握
し
、

そ
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

鹿
児
島
県
議
会
議
長

田
之
上
　
耕
三
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● かごしま県議会だよりは､ 点字版､ 音声版を発行しています｡ お問い合わせは､ 県議会事務局まで｡

　地域の諸課題や振興策等について議員と県民が直接意見交換を行う「あなたのそばで県議会（そば県）」　地域の諸課題や振興策等について議員と県民が直接意見交換を行う「あなたのそばで県議会（そば県）」
を開催しました。いただいたご意見を県政にしっかりと届けてまいります。を開催しました。いただいたご意見を県政にしっかりと届けてまいります。

　鹿児島地域で開催した「そば県」に参加した高校生（市来農芸高校、串木野高校、神村学園高等部　各２名）を県議会に招待し、　鹿児島地域で開催した「そば県」に参加した高校生（市来農芸高校、串木野高校、神村学園高等部　各２名）を県議会に招待し、
庁舎見学や本会議傍聴、議員（広報委員７名・いちき串木野市区選出議員）との意見交換を行いました。意見交換会では、そば県庁舎見学や本会議傍聴、議員（広報委員７名・いちき串木野市区選出議員）との意見交換を行いました。意見交換会では、そば県
での質問を発展させたものや日頃感じる社会的な課題などについて活発な議論が交わされました。高校生たちの意見が県政に反映での質問を発展させたものや日頃感じる社会的な課題などについて活発な議論が交わされました。高校生たちの意見が県政に反映
されるよう取り組んでまいります。されるよう取り組んでまいります。

閉会式の様子＝10月閉会式の様子＝10月

あなたの声を県政へ！！あなたの声を県政へ！！
あなたのそばで県議会

議員と高校生との意見交換会

１面 あなたの声を県政へ ２面 塩田知事へ政策提言 ３面 活動レポート！ ４面 議員連盟活動など

鹿児島地域　８月（いちき串木野市） 大島地域　８月（和泊町）

　若者の県外流出対策、環境保全の取組、農畜産業の振興、地元
高校の存続、洋上風力発電などについて意見を交わしました。

※�意見交換の模様は９月に放送した広報番組「県議会レポート」でも紹介しました。

　教育格差の解消、高校の学科見直し、航空運賃補助、野良猫対策、島内で
の就職支援などについて意見を交わしました。

※�意見交換の模様は令和５年２月放送予定の広報番組「県議会レポート」でも紹介します。

高　校　生 県 議 会 議 員

市来農芸高校
　嬉野ほたるさん
　加世田美雪さん
串木野高校
　神山　奈々さん
　土川　　楓さん
神村学園高等部
　新　和佳奈さん
　池之上　光さん 

白石　　誠　委 員 長
上山　貞茂　副委員長
柴立　鉄平　委　　員
森　　昭男　委　　員
小幡興太郎　委　　員
たいら行雄　委　　員
西村　　協　委　　員
吉留　厚宏　議　　員

高校生の意見

塩田知事に政策提言を
行いました！（関連記事２面）

知事への政策提言知事への政策提言

❶県内在留外国人の日本語習得
　県内では技能実習生などの在留外国人が増えているが、一定レベルの日本語能
力の習得が課題となっているとも聞くので、日本語を学べる環境を充実させてい
く必要があると思う。
❷空き家の活用方法
　少子高齢化によりいちき串木野市でも空き家問題が深刻化している。地域社会
全体でこの課題を共有し、有効な活用方法を模索していく必要があると思う。
❸女性の社会進出
　県内では女性の県外流出も多いと聞く。女性の教育分野の充実や女性管理職の
積極的な登用など、女性が社会でもっと活躍できる環境を整えることが必要だと
思う。

●�最初はとても緊張したが、議員の方々が気さくに
丁寧に応じてくださり、とても話しやすかった。
●�議員の方々は、課題の解決に向けて様々な視点か
ら考えていると分かった。
●�今回の貴重な経験を通じて、政治との関わり方を
考えるきっかけになった。参加された高校生の皆さん参加された高校生の皆さん

　県議会訪問の模様を
詳しく紹介しました。
　インターネットの録
画配信でご覧いただけ
ます。

広報テレビ番組広報テレビ番組

「県議会探訪記」「県議会探訪記」
（11月放送）

訪問の感想

意見交換の様子＝９月意見交換の様子＝９月

この印刷物は、環境に優しい大豆油インキを使用しています。
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政策立案推進検討委員会の取組

提言１　買物弱者への支援 提言２　農福連携の推進

関係団体との意見交換会＝７月 関係者との意見交換会＝８月

塩田知事に提言書を渡す正副議長と政策立案推進検討委員会の代表メンバー

提言内容を知事に説明する議長と代表委員

オンライン調査＝８月 就労継続支援B型事業所の視察＝６月

　近年、農業分野と福祉分野が連携した「農福連携」の取組が盛
んになっています。農福連携の取組は、農業経営体における労働
力の確保や売上増加に加え、障害福祉サービス事業所における利
用者の賃金の向上や心身状況の改善など、農業と福祉の双方に良
い効果をもたらすことが明らかになっています。
　本県においては、「農福連携」という言葉が生まれる前から障
害福祉分野における就労支援の場として、農業が取り入れられて
おり、就労意欲や賃金の向上、農産品（６次産業化商品）等の創
出などの成果が上がってきています。
　このような中、県議会としても、県所管部局の連携をより一層
深め、官民を挙げて横断的な農福連携の推進体制を構築し、さら
なる成果を上げるため、「農福連携の推進」に向けた政策を調査・
検討し、知事に対する政策提言をとりまとめました。

提言の主な内容
１　農福連携の実態把握
　多様な取組形態のある農福連携の現状把握

２　相談・支援体制の強化
①　本庁関係部署による情報共有
②　農業と福祉の連携のできる人材育成
③　６次産業化を支援するサポートセンターとの連携

３　推進体制の充実
①　農福連携の取組の事例集の作成
②　農福連携の取組の情報発信
③　農福連携マルシェ等の充実
④　農業者が障害者等の特性を理解する研修会の充実
⑤　福祉施設等が農業に参入を希望する際の支援・研修の充実
⑥　教育分野における農福連携の理解の促進

　近年、人口減少や少子高齢化の進行、過疎化の影響により、流
通機能や交通部門の弱体化とともに買物環境が悪化し、いわゆる
買物弱者が増加していると言われており、高齢化が全国より早く
進行している本県においても、充分な買物ができないことによる
栄養の偏りや、高齢者の孤立等にもつながるなど、対応が急がれ
る問題となっています。
　県内どこに住んでいても誰でも安心して買物できる地域社会の
実現に向け、市町村と連携を図りながら、必要な支援に持続的に
取り組むことが求められています。
　このような中、県議会としても、本県の「買物弱者への支援」
に向けた政策を調査・検討し、知事に対する政策提言をとりまと
めました。

提言の主な内容
１　買物弱者の実態把握及び県の施策の検討
①　買物弱者の実態把握
②　現行の買物支援サービス等の実態把握
③　市町村と連携した県の施策の検討
２　持続的な支援体制の整備
①　県の支援体制の整備
②　包括的な相談窓口の設置
③　買物支援に関する情報の発信
３　買物支援等の推進
①　市町村と連携した県の買物支援の推進
②　事業者と関係者間におけるマッチングの推進
③　地域交通政策の推進
④　新しい技術の活用の推進

　県議会では、政策立案機能の充実・強化を図るため、平成19年度から政策立案推進検討委員会を設置し、政策提言　県議会では、政策立案機能の充実・強化を図るため、平成19年度から政策立案推進検討委員会を設置し、政策提言
や政策条例の検討を積極的に行っており、これまでに35項目の政策提言を策定し、このうち28項目については知事等や政策条例の検討を積極的に行っており、これまでに35項目の政策提言を策定し、このうち28項目については知事等
へ提言し、７項目については議員提案による政策条例制定につながっています。へ提言し、７項目については議員提案による政策条例制定につながっています。
　今年度は、12月19日、正副議長及び政策立案推進検討委員会の代表メンバーらが、塩田知事に対し「買物弱者への支援」　今年度は、12月19日、正副議長及び政策立案推進検討委員会の代表メンバーらが、塩田知事に対し「買物弱者への支援」
と「農福連携の推進」について政策提言を行いました。と「農福連携の推進」について政策提言を行いました。
　今後、提言内容が県政に反映されるよう注視してまいります。　今後、提言内容が県政に反映されるよう注視してまいります。

塩田知事に政策提言を行いました塩田知事に政策提言を行いました

本会議、委員会の会議録、本会議や予算特別委員会
の模様がホームページからご覧いただけます。ス
マートフォン、タブレット等でもご覧いただけます。

鹿児島県議会

令和４年度政策立案推進検討委員会委員名簿
酒　匂　卓　郎　委員長
遠　嶋　春日児　副委員長
池　畑　知　行　委員
寿　　　はじめ　委員
森　　　昭　男　委員
小　幡　興太郎　委員
たいら　行　雄　委員

いわしげ　仁子　委員
伊　藤　浩　樹　委員
西　村　　　協　委員
向　井　俊　夫　委員
前　野　義　春　委員
藤　﨑　　　剛　委員
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○
農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

家
族
経
営
か
ら
法
人
化
し
、
規
模
拡
大
を

目
指
す
中
種
子
町
の
畜
産
農
家
を
視
察
し
た

ほ
か
、
安
心
・
安
全
な
農
産
物
の
生
産
や
輸

出
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
指
宿
市
の
生

産
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
や
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
に
関
す
る
研
究
等
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

○
商
工
業
・
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

南
種
子
町
に
新
た
に
整
備
さ
れ
た
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
訪
問
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
運
営
状
況
や
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、衛
生
管
理
体
制
の
強
化
等
を
行
い
、

水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
や
販
路
開
拓
に
取

り
組
む
山
川
町
漁
協
を
視
察
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
対
策
等
に
つ
い
て

　

空
き
家
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
、
移

住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
る
指
宿
市
の
団
体
を

訪
問
し
、
活
動
内
容
の
説
明
を
受
け
、
課
題

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廃
校
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
整
備
に
よ
る
関
係
人
口
の
創
出
や
企

業
誘
致
に
取
り
組
む
南
九
州
市
の
施
設
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

○�

県
土
の
保
全
・
交
通
体
系
の
整
備
等
に
つ

い
て

　

鹿
児
島
市
の
二
級
河
川
で
あ
る
新
川
の
田

上
地
区
に
お
け
る
河
川
改
修
状
況
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
田
上
橋
の
架
替
現
場
に
て
説
明
を

受
け
、
調
査
を
行
い
ま
し
た

　

ま
た
、
現
在
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
推
進
中

の
主
要
地
方
道
名
瀬
瀬
戸
内
線
伊
目
工
区
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

人
材
育
成
や
郷
土
教
育
の
推
進
等
を
行
っ

て
い
る
高
校
を
訪
問
し
、
取
組
内
容
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
授
業
等
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
を
訪
問
し
、
施
設

の
状
況
や
授
業
等
の
視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、

特
別
支
援
教
育
に
係
る
課
題
等
に
つ
い
て
保

護
者
等
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

○
観
光
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

観
光
施
設
や
廃
校
を
活
用
し
た
宿
泊
型
交

流
施
設
等
を
訪
問
し
、
観
光
客
受
入
整
備
の

状
況
や
誘
客
促
進
の
取
組
等
に
つ
い
て
視
察

を
行
っ
た
ほ
か
、
屋
久
島
観
光
協
会
と
観
光

振
興
に
係
る
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
訪
問
し
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
係
る
取
組
や
課
題
等
に
つ
い

て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

○
環
境
・
林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

し
、
希
少
種
保
護
や
外
来
種
駆
除
な
ど
環
境

保
全
の
取
組
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
湧
水
町
の
Ｍ
Ｅ
Ｃ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ

ｔ
ｒ
ｙ
㈱
を
訪
問
し
、県
産
材
等
を
活
用
し
、

建
材
等
の
製
造
・
加
工
・
販
売
ま
で
を
一
気

通
貫
で
行
う
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て

　

県
立
北
薩
病
院
を
訪
問
し
、
病
院
の
経
営

改
善
に
向
け
た
取
組
等
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
薩
地
域
振
興
局
さ
つ
ま
庁
舎
を

訪
問
し
、
新
た
な
児
童
相
談
所
設
置
の
取
組

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
庁
舎
を
視
察

し
ま
し
た
。

○
共
生
・
協
働
の
取
組
に
つ
い
て

　

特
産
品
の
「
つ
ら
さ
げ
芋
」
の
生
産
な
ど

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
大
野
地
区
公
民
館
を
訪
問
し
、
取
組
内
容

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
島
村
の
ジ
ャ
ン
ベ
ス
ク
ー
ル
を

訪
問
し
、
ジ
ャ
ン
ベ
留
学
生
と
地
域
と
の
交

流
等
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

○
火
山
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

京
都
大
学
防
災
研
究
所
火
山
活
動
研
究
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
火
山
噴
火
予
知
等
の
研

究
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
島
村
硫
黄
島
に
お
い
て
、
硫
黄

岳
の
活
動
状
況
や
噴
火
対
策
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　各常任委員会は、それぞれ所管事項について行政視察を
実施し、審査又は調査の参考としています。実施にあたっ
ては、新型コロナウイルス感染症の感染防止に十分に配慮
しながら行っています。

総
務
警
察
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

総
合
政
策
建
設
委
員
会

文
教
観
光
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

地域の活性化に取り組む大野地区公民
館との意見交換＝垂水市・５月

５
月　

大
隅
、
鹿
児
島
地
区

11
月　

三
島
村

５
月　

熊
毛
地
区 

７
月　

姶
良
・
伊
佐
地
区
、
熊
本
県

８
月　

南
薩
地
区

主要地方道名瀬瀬戸内線の眞久慈トン
ネル工事状況を調査＝瀬戸内町・11月

観光客受入整備の状況を調査
（千尋の滝）＝屋久島町・５月

経営改善の取組を調査（県立北薩病
院）＝伊佐市・11月

硫黄岳の噴火対策等を調査
＝三島村・11月

畜産農家の牛舎を視察
＝中種子町・５月

山川町漁協の冷凍冷蔵施設を視察
＝指宿市・８月

空き家対策による地域活性化の取組に
ついて意見交換＝指宿市・５月

人材育成への取組を視察（川内商
工高等学校）＝薩摩川内市・11月

環境保全の取組について意見交換（奄美
野生生物保護センター）＝大和村・５月

５
月　

鹿
児
島
、
南
薩
地
区

８
月　

北
薩
地
区
、
福
岡
県

11
月　

奄
美
地
区

５
月　

奄
美
地
区

11
月　

姶
良
・
伊
佐
、
北
薩
地
区

動画配信中！
広報テレビ番組「県議会レポート」
常任委員会の行政視察など、県議会の活動について紹介
しています。

活動レポート！
（常任委員会行政視察）

５
月　

熊
毛
地
区
（
屋
久
島
）

11
月　

北
薩
地
区
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11
月
、
全
国
の
離
島
を
有
す
る
27
都

道
県
議
会
議
長
会
で
組
織
す
る
離
島
振

興
対
策
都
道
県
議
会（
会
長
：
田
之
上
鹿

児
島
県
議
会
議
長
）
が
、
関
係
省
庁
・

政
党
に
対
し
離
島
振
興
の
推
進
等
に
つ

い
て
提
言
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
特
別
委
員
会
は
、
海
外
経
済
交
流

を
促
進
す
る
施
策
等
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
、
輸
出
入
に
関

す
る
施
設
整
備
を
進
め
る
志
布
志
港
や

富
裕
層
を
含
む
外
国
人
観
光
客
を
対
象

と
し
た
誘
致
に
取
り
組
む
宿
泊
施
設
を

訪
れ
、
県
産
品
の
販
路
拡
大
や
観
光
振

興
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
、
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
た
第
77

回
国
民
体
育
大
会
に
お
い
て
、
本
県
選

手
団
の
激
励
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

の
本
県
選
手
団
は
、
監
督
・
選
手
ら

４
９
６
人
が
出
場
し
、
天
皇
杯
14
位
、

皇
后
杯
12
位
の
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
鹿
児
島
開
催
と
な
る

「
２
０
２
３
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国

体
・
か
ご
し
ま
大
会
」と
な
り
ま
す
。
同

議
員
連
盟
も
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
防
衛
に
対
す
る
県
民
の
意
識
の

啓
発
と
高
揚
を
図
る
な
ど
、
我
が
国
の

平
和
と
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
離
島
振
興
議
員
連
盟
、

自
民
党
県
議
会
議
員
団
建
設
促
進
問
題

調
査
会
と
合
同
で
、
防
衛
省
に
対
し
、

鹿
児
島
県
内
に
お
け
る
自
衛
隊
施
設
等

の
整
備
や
運
用
、
維
持
管
理
へ
の
地
元

活
用
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

９
月
、
本
県
の
重
要
な
幹
線
道
路
で

あ
る
国
道
10
号
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
、
鹿
児
島
国
道
事
務
所
長
を
講
師
に

迎
え
、
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
等
に
対

し
、
鹿
児
島
北
バ
イ
パ
ス
、
白
浜
拡
幅

等
の
整
備
促
進
、
交
差
点
改
良
や
交
通

安
全
対
策
事
業
に
必
要
な
予
算
の
確
保

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

９
月
、
中
央
省
庁
等
に
対
し
、
さ
と

う
き
び
及
び
で
ん
粉
原
料
用
さ
つ
ま
い

も
生
産
振
興
対
策
の
充
実
・
強
化
に
関

し
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
の
充

実
・
強
化
や
、
さ
と
う
き
び
・
で
ん
粉

原
料
さ
つ
ま
い
も
等
甘
味
資
源
作
物
振

興
対
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

古川国土交通大臣政務官に提言書
を渡す田之上議長＝東京都・11月

選手団を激励＝栃木県・10月

国道10号の整備状況について
の勉強会＝９月

農林水産大臣への要望＝東京都・
９月

防衛省への要望＝東京都・９月

富裕層向けの宿泊施設を経営する方との意見
交換＝霧島市・５月

離
島
振
興
対
策
都
道
県
議
会

議
長
会

海
外
経
済
交
流
促
進
等

特
別
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟

防
衛
議
員
連
盟

道
路
建
設
・
整
備
促
進
議
員
連
盟

（
国
道
10
号
整
備
促
進
部
会
）

さ
と
う
き
び
・
で
ん
ぷ
ん
用

か
ん
し
ょ
振
興
議
員
連
盟

議
員
連
盟
の
活
動
状
況

令和４年定例会・臨時会を振り返る

　

県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る
方
は
、
ど

な
た
で
も
県
議
会
に
請
願
・
陳
情
書
を
提
出
で
き

ま
す
。
請
願
書
の
提
出
に
は
議
員
の
紹
介
が
必
要

で
す
。

　

請
願
・
陳
情
書
の
趣
旨
は
、お
お
む
ね
１
５
０

０
文
字
以
内
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
開
会
日
の
２
日
前
ま
で
に
提
出
さ
れ
た

請
願
・
陳
情
書
が
そ
の
定
例
会
に
お
い
て
取
扱
い

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀
議
会
事
務
局
議
事
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

請
願
・
陳
情

　

本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
議
会
庁
舎
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
本
会
議
の
傍
聴
は
、
で
き
る

だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
（
画
面
上
に
手
話
・

字
幕
あ
り
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
議
会
庁
舎
で

傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
の

消
毒
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
な
た
で
も
議
会
庁
舎
を
見
学
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

【
議
会
傍
聴
】
議
会
事
務
局
議
事
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

【
庁
舎
見
学
】
議
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
１
３ 

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

令和４年度鹿児島県一般会計補正予算可決 令和４年度鹿児島県一般会計補正予算可決

第２回定例会 第４回定例会

〈主な論議〉新型コロナウイルス感染症対
策、農業関連資材等の価格高騰対策、ス
ポーツ・コンベンションセンターの整備、
馬毛島における自衛隊施設の整備など

〈主な論議〉離島振興、鹿児島港本港区エ
リアの利活用、スポーツ・コンベンショ
ンセンターの整備、知事の政治姿勢、全
国和牛能力共進会鹿児島大会など

令和４年度鹿児島県一般会計補正予算可決
〈主な論議〉知事の政治姿勢、新型コロナウ
イルス感染症対策、原油価格・物価高騰対策、
スポーツ・コンベンションセンターの整備、
国体・全国障害者スポーツ大会など

原油価格・物
価高騰対策に
係る補正予算
を可決

第３回定例会 11月臨時会

広報テレビ番組広報テレビ番組
「第３回定例会を終わって」「第３回定例会を終わって」

広報テレビ番組広報テレビ番組
「第２回定例会を終わって」「第２回定例会を終わって」

広報テレビ番組広報テレビ番組
「第４回定例会を終わって」「第４回定例会を終わって」

虚礼廃止にご理解・ご協力を！
　県議会議員は、公職選挙法はもとより、鹿
児島県議会議員政治倫理要綱を定め、県内全
域において次のことを遵守することとしてい
ます（自筆による答礼の年賀状や親族等への
祝儀等例外があります）。
○地域の行事や冠婚葬祭等に、電報等を贈らない。
○新聞等への賛助広告や年賀状、挨拶状等を出さ

ない。
○中元、歳暮、餞別等の提供・収受をしない。など

〈
会
期
〉
６
月
２
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
の
22

日
間

〈
代
表
質
問
〉

　

自
民
党
県
議
団　
　
　

白
石　

誠　
　

議
員

　

県
民
連
合　
　
　
　
　

遠
嶋
春
日
児　

議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
等
〉
令
和
４
年
度
鹿
児
島
県
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
議
案
11
件
及
び
専
決
処
分
報
告

３
件
の
可
決
、
承
認
又
は
同
意

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
13
件
、
継
続
６
件
を
審

議〈意
見
書
〉
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
１
件
を
可
決

〈
会
期
〉
11
月
29
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の

22
日
間

〈
代
表
質
問
〉

　

自
民
党
県
議
団　
　

鶴
丸　

明
人　

議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
17
人

〈
議
案
〉
令
和
４
年
度
鹿
児
島
県
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
議
案
34
件
の
認
定
又
は
可
決

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
22
件
、
継
続
19
件
を

審
議
、
12
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
た
意
見
書
な
ど
２
件

を
可
決

〈
会
期
〉
９
月
９
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の
27

日
間

〈
代
表
質
問
〉

　

自
民
党
県
議
団　
　
　

西
髙　
　

悟　

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
原　

拓
男　

議
員

　

県
民
連
合　

ふ
く
し
山　

ノ
ブ
ス
ケ　

議
員

　

公
明
党
県
議
団　
　
　

松
田　

浩
孝　

議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
等
〉
令
和
４
年
度
鹿
児
島
県
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
議
案
19
件
及
び
専
決
処
分
報
告

１
件
の
可
決
、
承
認
又
は
同
意
。
決
算
認
定
議

案
３
件
を
継
続
審
査

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
20
件
、継
続
11
件
を
審
議
、

２
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
見
直
し

に
関
す
る
意
見
書
な
ど
２
件
を
可
決

〈
会
期
〉
11
月
17
日
か
ら
11
月
18
日
ま
で
の
２
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認

新議員の紹介桑鶴 勉 議員逝去
７月10日に行われた鹿児島市・
鹿児島郡区の補欠選挙で当選

岩重　あや
自由民主党県議団

◦総務警察委員会

ほかきど 昭一
自由民主党県議団

◦環境厚生委員会

（令和５年１月中旬配信予定）

提
言
・
要
望
活
動

特
別
委
員
会
の
活
動

　桑鶴勉議員（鹿児島市・鹿児島郡区）が
７月31日に逝去されました。
　心よりご冥福をお祈りいたします。


